
「特別の教育課程」による日本語指導の実施
日本語指導コーディネーターを教育事務所に配置し、各市
町の実態を踏まえながら、日本語指導体制の構築を図る。

「やさしい日本語」研修会
外国人児童生徒等の学校生活への早期
適応、就学の定着、進学を促進する。

関係機関との連携
多文化共生課、市町教育委員会、国際
交流協会等との連絡協議会を開催し、
関係機関との連携を強化する。

相談員等の派遣
「母語による日本語指導」と「日本語
による日本語指導」を効果的に行い、
適切な支援体制を構築する。

ＩＣＴ機器の活用
タブレット端末、自動翻訳機、遠隔システ
ム等の活用により、支援の充実を図る。

【課題】

△多言語化、多国籍化、
散在化

→バイリンガル相談員等の
確保が困難になっている。

△定住化による
進学希望増

→教科学習支援等、個に応
じた指導の必要性が高まっ
ている。

△加配教員の
基礎定数化

→個に応じた適切な特別の
教育課程の編成及び着実
な実施が求められる。
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【予想される成果】
・外国にルーツがある児童生徒が安心して学べるための支援充実を図る
・外国にルーツがある児童生徒及び保護者が日本の学校生活に早期に適応できるための支援充実を図る

⇒支援により「学校が楽しい」と答える児童生徒の割合 (R3)96%→(R4)94%→(R5)94%
・外国にルーツがある児童生徒の進学を促進させ、就学の定着を図る

⇒「支援は授業が分かる上で役立つ」と答える児童生徒の割合 (R3)95%→(R4)98%→(R5)92%
「特別の教育課程」による個別の指導目標達成率 (R3)95%→(R4)91%→(R5)97% 1



生活指導

キャリアコンサルティング技能士

学校

指導

管理職進路指導

養護教諭ＳＣ担任

個別、集団でのキャリア支援
の実施
※支援の効果ありと答える学校

3.8点（／４点）以上 ※3.7

キャリア支援

個別、集団での日本語学習
講座の開設
支援の効果ありと答える学校

４点満点 ※3.8

日本語学習支援

外国人生徒みらいサポート事業

日本語教育コーディネーター

・生徒の個々の状況に応じた、個別の支援プランの作成を指示
・生徒の日本語能力に応じた日本語講座の開設を支援

日本語学校教師等

NPOや企業等との連携

指示

支援 支援

生徒の意識

現 状

将来の夢や希望に不安

将来の夢や
進路に不安

自己肯定感
の低下

日本語能力に
自信がない

日本語能力に
自信が付く

自己肯定感
の向上

キャリアの実現に向けた
学習意欲の向上！

取組後

将来の夢や
進路の明確化
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共同
作成

個別プランシートの活用

2.0点（／３点） ※1.7

※Ｒ５年度実施校へのアンケート結果
※※令和５年度合格率

将来についての具体的
イメージを持つことができた

3.5点（／４点）以上

日本語能力試験合格率

80％ ※※77.2％
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